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新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会

三
回
目
と
な
る
駒
場
友
の
会
主
催「
新
入

生
歓
迎
特
別
講
演
会
」を
、「
大
学
っ
て
む
ず

か
し
い
？
そ
れ
と
も
や
さ
し
い
？
本
当
は
む

ず
か
し
い
」と
題
し
て
、
四
月
二
二
日（
金
）

に
九
〇
〇
番
教
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ

ン
ベ
ル
教
授
。
先
生
の
専
門
は
、
江
戸
中
期

か
ら
明
治
初
期
の
文
芸
・
芸
術
・
メ
デ
ィ
ア
。

驚
く
べ
き
博
識
と
わ
か
り
や
す
い
口
上
で
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
講
演
会
は
、
三
月
十
一
日
の
震
災

の
余
韻
が
濃
厚
に
漂
う
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

大
変
な
緊
張
感
の
下
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
そ
の
時
代
に
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
テ

キ
ス
ト（
漢
詩
や
指
南
書
な
ど
）を
と
り
あ
げ
、

時
に
は
そ
の
英
語
訳
な
ど
も
紹
介
さ
れ
な
が

ら
、
丁
寧
に
そ
れ
ら
を
読
み
進
め
て
い
き
ま

し
た
。
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
背
景
と
な
っ

て
い
る
当
時
の
人
た
ち
の
生
活
が
鮮
明
に
よ

み
が
え
っ
て
く
る
思
い
で
、
一
同
息
を
飲
ん

で
聞
い
た
と
い
っ
て
過
言
で
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
講
演
を
聞
い
て
、
心
の
中
に
静
か
な
安

堵
や
喜
び
が
沁
み
込
ん
だ
と
感
じ
た
参
加
者

も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

新
入
生
の
み
な
ら
ず
、
在
校
生
や
、
会
友

と
な
ら
れ
た
新
入
生
の
ご
父
母
も
多
数
参
加

さ
れ
、
九
〇
〇
番
教
室
は
熱
心
な
聴
衆
で
埋

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

新
入
生
父
母
と

 

学
部
長
と
の
懇
談
会

駒
場
友
の
会
で
は
、
毎
年
四
月
十
二
日
の

入
学
式
会
場（
日
本
武
道
館
）で
資
料
を
配
布

し
入
会
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
入

学
式
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
実
質
的

に
中
止
と
な
り
ま
し
た（
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
）。

そ
の
変
更
を
受
け
て
、
会
で
は
、
四
月
一

日
と
二
日
に
行
わ
れ
た
新
入
生
の「
諸
手
続

き
」の
会
場（
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
）で
入
会
案

内
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
は

八
〇
〇
名
余
の
方
々
に
ご
入
会
い
た
だ
き
ま

し
た（
例
年
は
三
〇
〇
名
程
度
）。

新
入
生
父
母
を
対
象
と
す
る
恒
例
の「
学

部
長
と
の
懇
談
会
」に
つ
い
て
も
例
年
を
大

き
く
上
回
る
多
数
の
方
々
か
ら
参
加
申
し
込

み
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
五
月
二
一
日（
土
）の

開
催
。
例
年
は
二
〇
〇
名
規
模
の
行
事
で
す

が
、
今
年
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
急
遽
変
更
し
て
、

三
三
〇
名
余
を
懇
談
会
に
お
迎
え
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
会
場
の
制
約
か
ら
二
部
制
と
し
、

学
部
長
の
講
演
↓
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
グ

ル
ー
プ
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
↓
学
部
長

の
講
演
の
グ
ル
ー
プ
の
二
つ
に
分
け
て
実
施

し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
約

十
名
に
分
か
れ
た
参
加
者
を
三
五
名
ほ
ど
の

教
員
が
引
率
し
て
、
図
書
館
、
講
義
棟
、
課

外
活
動
施
設
、
食
堂
、
購
買
部
、
駒
場
博
物

館
、
教
員
研
究
室
等
に
ご
案
内
し
ま
し
た
。

一
号
館
時
計
台
に
登
る
ツ
ア
ー
と
懇
親
会
は

と
く
に
好
評
で
し
た
。

当
日
の
写
真
や
感
想
は
左
記
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
ご
参
加
い
た
だ
い

た
方
、
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
に
、

御
礼
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

http://w
w
w
.c.u-tokyo.ac.jp/ilovekom

aba

第
十
一
回
演
奏
会

駒
場
友
の
会
で
は
毎
年
、
総
会
の
前
に
音

楽
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
チ
ェ

ロ
の
平
野
玲
音
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
の
金
子
薫
さ

ん
を
お
招
き
し
て
、
ハ
イ
ド
ン
か
ら
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
か
け
て
の
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽

を
楽
し
み
ま
し
た
。

平
野
さ
ん
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
職
業
音
楽

家
と
し
て
の
専
門
教
育
を
受
け
つ
つ
、
東
大

に
入
学
さ
れ
、
文
科
三
類
在
籍
中
に
す
で
に

教
養
学
部
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会
に
ご
両
親
と
と

も
に
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
学
部
で
美
学

芸
術
学
を
専
攻
さ
れ
た
後
、
駒
場
の
表
象
文

化
論
の
修
士
課
程
を
修
了
。
現
在
、
ウ
ィ
ー

ン
を
拠
点
に
、
チ
ェ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

会
報
第
17
号
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プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
前
半
は
ハ
イ
ド
ン
と

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
後
半
は
ダ
ン
ツ
ィ
、
パ

ラ
デ
ィ
ス
と
フ
ン
メ
ル
の
作
品
で
、
い
ず
れ

も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
な
ん
ら
か
の
関
わ
り
が

あ
る
魅
力
的
な
曲
目
で
し
た
。
と
く
に
、
ダ

ン
ツ
ィ
の「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
主
題

に
よ
る
変
奏
曲
」は
、
有
名
な
ア
リ
ア
が
つ

ぎ
つ
ぎ
と
繰
り
出
さ
れ
、
チ
ェ
ロ
に
よ
る
歌

を
満
喫
し
ま
し
た
。

第
八
回
総
会
報
告

二
〇
〇
四
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
駒
場
友

の
会
は
満
七
年
を
迎
え
ま
し
た
。

第
八
回
総
会
を
、
五
月
二
八
日（
土
）十
六

時
四
五
分
よ
り
、
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
北
館
二
階
多
目
的
教
室
で
開
催
し

ま
し
た
。

議
長
で
あ
る
毛
利
秀
雄
会
長
に
よ
る
開
会

の
後
、
長
谷
川
壽
一
教
養
学
部
長
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
一
高
同
窓
会
、
東

京
高
校
同
窓
会
か
ら
来
賓
祝
辞
を
頂
戴
し
ま

し
た
。　

審
議
は
以
下
の（
一
）〜（
五
）の
議
案
に
つ

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
一
）二
〇
一
〇
年
度
事
業
報
告

瀧
田
佳
子
理
事
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会（
四
月
十
四
日
）／

新
入
生
父
母
と
学
部
長
と
の
懇
談
会（
五
月

二
二
日
）／
第
九
回
演
奏
会
：
リ
コ
ー
ダ
ー

と
リ
ュ
ー
ト（
五
月
二
九
日
）／
駒
場
博
物
館

特
別
展
：
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
世
界（
七
月

十
七
日
か
ら
）／
第
十
回
演
奏
会
：
ハ
ー
プ

と
フ
ル
ー
ト
＝
学
際
交
流
ホ
ー
ル
改
装
記
念

演
奏
会（
十
一
月
五
日
）／
駒
場
の
樹
木
を
め

ぐ
る
講
演
会
と
イ
ベ
ン
ト
：
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
イ
行
事（
十
一
月
十
三
日
）／
寺
神
戸
亮

さ
ん
演
奏
会（
十
一
月
二
五
日
）／
ロ
コ
モ
体

操
教
室
の
定
期
開
催
：
渡
會
公
治
先
生（
十

月
か
ら
毎
月
二
回
）

②
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

会
報
は
十
五
号
を
九
月
に
、
十
六
号
を
三
月

に
発
行

③「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」と
カ
レ
ン
ダ
ー
の

製
作
販
売

五
月
の「
新
入
生
父
母
と
学
部
長
と
の
懇
談

会
」と
年
度
末
に「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」を

実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
七
九
四
、〇
〇
〇
円
、

九
一
七
、〇
〇
〇
円（
計
一
、七
一
一
、〇
〇
〇

円
）の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
支
出
と
し

て
は「GEN

K
I BO

O
K
S

」三
一
六
冊
な
ど

一
、〇
一
二
、六
九
五
円
相
当
を
駒
場
図
書
館

に
寄
付
し
た
ほ
か
、
学
生
の
国
際
交
流
、
新

入
生
歓
迎
行
事
の
補
助
な
ど
に
充
て
た
。
寄

付
の
収
支
差
額（
四
四
四
、〇
二
八
円
）は

二
〇
一
一
年
度
に
繰
り
越
し
て
、
支
出
の
予

定
／
ユ
ー
タ
ス
く
ん
学
事
カ
レ
ン
ダ
ー

二
〇
一
一
年
度
版
の
製
作
を
行
い
、
好
評
を

得
た（
壁
掛
け
版
と
卓
上
版
）

④
会
員
・
会
友
数（
三
月
末
日
）

終
身
会
員
九
三
名
、
通
常
会
員
四
五
八
名
、

会
友
一
、六
二
三
名
。
一
高
同
窓
会
一
九
三

名
、
東
高
同
窓
会
一
一
三
名
。
計
二
、

四
八
〇
名（
前
年
度
末
よ
り
一
四
九
名
増
）

（
二
）二
〇
一
〇
年
度
決
算

山
本
泰
事
務
局
長
よ
り
別
表
の
と
お
り
決
算

の
報
告
が
行
わ
れ
、
小
島
憲
道
監
事
よ
り
そ

の
内
容
が
適
切
で
あ
る
旨
、
監
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。　

（
三
）二
〇
一
一
年
度
事
業
計
画
案

瀧
田
理
事
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会（
四
月
二
二
日
）／

新
入
生
父
母
と
学
部
長
と
の
懇
談
会（
五
月

二
一
日
）／
第
十
一
回
演
奏
会
：
チ
ェ
ロ
と

ピ
ア
ノ（
五
月
二
八
日
）／
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

体
験
教
室
／
第
十
二
回
演
奏
会
：
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
音
楽
の
夕
べ
／
駒
場
の
樹
木
を
め
ぐ
る
講

演
会
と
イ
ベ
ン
ト
：
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

行
事（
十
月
二
九
日
）／
ロ
コ
モ
体
操
教
室
の

定
期
開
催
：
渡
會
公
治
先
生

②
会
報
の
発
行

十
七
号
を
九
月
に
、
十
八
号
を
三
月
に
発
行

予
定

（
四
）二
〇
一
一
年
度
予
算
案

事
務
局
長
よ
り
別
表
の
と
お
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

（
五
）役
員
の
一
部
交
代
と
追
加

会
長
：
毛
利
秀
雄　

副
会
長
：
竹
田
晃
、
遠

山
敦
子　

理
事
：
浅
野
攝
郎
、
江
川
雅
子
、

大
島
利
雄
、
風
間
勝
昭
、
小
島
憲
道
、
小
林

寛
道
、
瀧
田
佳
子
、
蓮
實
重
彦
、
長
谷
川
壽

一
、
松
本
健
、
監
事
：
山
影
進
、
関
谷
孝

以
上
の
議
案
は
す
べ
て
提
案
の
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。詳
細
は
、駒
場
友
の
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
新
入
生
の
ご
父
母
四
四
〇
名
余

の
方
々
よ
り
、
被
災
学
生
支
援
の
た
め
に

三
、二
〇
七
、〇
三
五
円
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
額
を
東
京

大
学（
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
）に
寄
付
し

ま
し
た
。
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始
ま
り
ま
し
た
！

瀬
地
山 

角

二
〇
一
〇
年
秋
、
駒
場
図
書
館
の
入
り
口

を
入
っ
て
左
奥
の
と
こ
ろ
に
、
新
し
い
コ
ー

ナ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
駒
場
友
の
会
か
ら
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、
大
学
の
予
算
で
は

買
え
な
い
け
れ
ど
、
学
生
た
ち
の
生
活
に
直

結
す
る
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
の
図
書
を

購
入
し
て
誕
生
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

GEN
K
I  BO

O
K
S 

と
は
、Gender 

Equality: N
o-nonsense  K

now
ledge  

and Inform
ation

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も

の
で
す
。

駒
場
友
の
会
事
務
局
か
ら
の
発
案
で
始
ま

り
、
図
書
館
職
員
と
計
画
を
練
り
ま
し
た
。

一
部
は
国
立
女
性
教
育
会
館
か

ら
図
書
を
借
り
受
け
る
形
と
し
、

こ
れ
は
二
ヶ
月
単
位
で
先
方
に

お
返
し
し
ま
す
。
一
方
、
駒
場

友
の
会
が
予
算
を
提
供
さ
れ
た

部
分
に
つ
い
て
は
、
駒
場
図
書

館
の
蔵
書
と
な
り
ま
す
。
自
由

に
選
書
が
で
き
、
大
学
図
書

館
っ
ぽ
く
な
い
本
も
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
新
た
に
購
入
す
る
本
の

選
書
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
二
〇
〇
冊

以
上
の
本
の
リ
ス
ト
を
作
る
の

は
大
変
な
作
業
で
す
。
そ
こ
で
、

私
が
担
当
し
て
い
る「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
論
」の
講
義
の
履
修
学
生

か
ら
選
書
を
担
当
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
り
ま
し
た
。
一
〜
二
年
生
の
学

生
を
中
心
に
総
勢
九
人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
ま
し
た
。
性
別
や
科
類
、
同
性
愛
者
な
ど
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
目
配
り

と
い
っ
た
面
で
も
、
と
て
も
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
メ
ン
バ
ー
構
成
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
各
自
の
担
当
分
野
を
決
め
、
分
野
ご

と
に
街
中
の
本
屋
を
覗
い
た
り
、
図
書
館
を

見
学
し
た
り
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス

ト
を
持
ち
寄
り
、
研
究
室
で
夜
遅
く
ま
で
議

論
を
し
ま
し
た
。
み
な
本
当
に
献
身
的
に
協

力
し
て
く
れ
て
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
毎
日

自
炊
し
、
帰
省
す
る
と
毎
食
の
よ
う
に
家
族

の
食
事
を
作
る
男
子
学
生
が
い
た
り
し
て
、

選
書
の
集
ま
り
自
体
が
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

風
俗
系
の
ル
ポ
な
ど
も
あ
る
た
め
、
タ
イ

ト
ル
だ
け
見
る
と
正
直
に
言
っ
て「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
観
点
か
ら
こ
れ
は
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な

い
？
」と
い
う
感
じ
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
担
当
し
た
メ
ン
バ
ー
に
説
明
を
求
め

る
と
、「
こ
れ
は
実
態
調
査
と
し
て
す
ご
く

資
料
的
な
価
値
が
あ
る
の
で
、
タ
イ
ト
ル
だ

け
で
判
断
し
な
い
で
ほ
し
い
で
す
」と
き
ち

ん
と
し
た
回
答
が
あ
り
、
そ
う
い
う
も
の
は

な
る
べ
く
尊
重
し
て
残
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

大
学
図
書
館
は
学
術
書
を
集
め
る
場
所
な

の
で
、
図
書
館
に
は
た
と
え
ば
、
就
職
活
動

に
関
す
る
本
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
女

子
学
生
向
け
の
就
職
情
報
、
超
初
心
者
向
け

の
料
理
の
本
、
女
性
が
安
全
に
ひ
と
り
暮
ら

し
を
す
る
た
め
の
ハ
ウ
ツ
ー
も
の
、
話
題
と

な
っ
た｢

東
大
生
の
性｣

に
関
す
る
本
、
確

実
な
避
妊
の
た
め
に
カ
ッ
プ
ル
が
読
ん
で
お

く
べ
き
本
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
実
現
す
る
た
め
の
本
な
ど
を
中
心
に
、
大

学
の
図
書
予
算
で
は
買
え
な
い
け
れ
ど
、
学

生
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
に
必
要
不
可
欠
な

本
を
た
く
さ
ん
配
架
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。も

ち
ろ
ん
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
は
学
問
の
一
分

野
で
す
か
ら
、
男
が
家
事
が
で
き
る
か
ど
う

か
な
ど
は
、
研
究
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
一
方
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
を
め
ぐ
る
政
治
と
無
関
係
で
は
あ
り
得

な
い
分
野
で
す
。

た
と
え
ば
環
境
問
題
を
学
ぶ
人
が
自
分
の

ゴ
ミ
の
分
別
は
し
な
い
な
ん
て
許
さ
れ
な
い

の
と
同
様
に
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
で
、
日
本

の
既
婚
女
性
の
九
割
は
夕
食
を
ほ
ぼ
毎
日
つ

く
る
の
に
対
し
、
男
性
は
三
％
と
学
ん
だ
け

れ
ど
、自
分
は
家
事
は
何
に
も
や
り
ま
せ
ん
」

で
は
何
の
た
め
に
学
ん
だ
の
か
と
問
わ
れ
る

は
ず
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

頭
で
学
ん
だ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
の
関
わ
り
を

自
分
の
足
元
か
ら
も
う
一
度
見
つ
め
直
す
た

め
に
、GEN

K
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は
役
に
立
っ
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

旬
の
本
を
集
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
分
す

ぐ
に
時
代
遅
れ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

駒
場
友
の
会
に
は
引
き
続
き
、
新
し
い
本
の

補
充
に
ご
援
助
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
節
は
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
駒

場
友
の
会
の
ご
支
援
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
配
架
さ
れ
た
本
を

ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

（
国
際
社
会
科
学
専
攻
教
授
）

美
し
く
立
つ

渡
會 

公
治

毎
月
第
一
、
第
三
水
曜
日
の
十
三
時
か
ら

一
時
間「
中
高
年
の
た
め
の
美
し
く
立
つ
体

操
教
室
」を
開
い
て
い
ま
す
。
場
所
は
、
駒

場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
三
階
身
体
運
動
実
習
室
。
畳
の
部
屋
で

す
。立

つ
、
歩
く
、
二
足
直
立
歩
行
は
ヒ
ト
の

特
徴
と
い
わ
れ
ま
す
。
病
気
や
障
が
い
で
な

け
れ
ば
立
っ
て
歩
け
る
こ
と
は
当
た
り
前
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
重
力
の
世

界
で
立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
こ
と
は
結
構

大
変
な
こ
と
な
の
で
す
。
一
日
の
三
分
の
一

は
寝
て
い
な
い
と
い
け
な
い
の
が
ヒ
ト
の
特

徴
で
す
。
立
つ
、
座
る
中
で
疲
れ
て
く
る
と

い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
腰
痛
、

肩
こ
り
、
足
腰
の
痛
み
な
ど
で
す
。
ひ
ど
く

な
る
と
日
常
生
活
動
作
に
困
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
、
個
人
差
が
大
き
く

な
り
ま
す
。

ヒ
ト
を
考
え
る
と
赤
ち
ゃ
ん
は
立
て
ま
せ

ん
。
立
て
よ
歩
め
よ
と
ほ
め
ら
れ
、
励
ま
さ

れ
や
っ
と
一
年
く
ら
い
で
何
と
か
立
っ
て
歩

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
歩
け
る

よ
う
に
な
っ
た
後
、
よ
り
よ
い
歩
き
方
、
よ

い
立
ち
方
を
指
導
さ
れ
た
方
は
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
歩
き
方
や
立
ち
方
を

含
め
た
日
常
生
活
動
作
そ
の
も
の
を
改
善
し

て
足
腰
の
痛
み
に
対
応
し
て
い
こ
う
と
い
う

考
え
で
こ
の
教
室
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
駒
場
で「
美
し
く
立
つ
」と
い
う

ゼ
ミ
や
共
通
授
業「
基
本
動
作
：
立
つ
」を
開

講
し
、
あ
ら
た
め
て
自
分
の
身
体
に
つ
い
て



2011年（平成 23年）9月 15日 駒場友の会会報第 17号� 4

学
ぼ
う
、
立
つ
こ
と
を
考
え
よ
う
と
展
開
し

て
き
ま
し
た
。「
正
し
く
」と
考
え
る
と
難
し

い
の
で
、「
美
し
く
立
つ
」と
言
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
バ
レ

リ
ー
ナ
、
歌
舞
伎
役
者
の
一
瞬
の
立
っ
た
姿

を
見
て
美
し
い
と
思
う
人
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
め
ざ
そ
う
、
そ
の

背
景
に
あ
る
身
体
の
構
造
を
学
ん
で
、
い
い

構
え
を
識
別
で
き
る
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
す
る
、
こ
れ
が
こ
の
教
室
の
目
的
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
三
つ
の
Ａ
、
ア
ナ
ト
ミ
ー
、

ア
ラ
イ
メ
ン
ト
、
ア
ウ
エ
ア
ネ
ス
で
す
。
ア

ナ
ト
ミ
ー
と
は
解
剖
学
、
つ
ま
り
身
体
の
構

造
と
機
能
を
学
び
ま
す
。
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
と

は
骨
関
節
の
並
び
方
、
並
べ
方
で
す
。
い
い

ア
ラ
イ
メ
ン
ト
で
立
ち
、
歩
き
ま
し
ょ
う
。

ア
ウ
エ
ア
ネ
ス
は
気
づ
く
こ
と
で
、
い
い
ア

ラ
イ
メ
ン
ト
と
ち
ょ
っ
と
違
う
ア
ラ
イ
メ
ン

ト
を
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
い
つ

も
行
う
基
本
体
操
は
三
つ
の
Ｓ
、
ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
ス
パ
イ
ン
背
骨
の

体
操
で
す
。
こ
う
し
た
身
体
の
仕
組
み
に
つ

い
て
目
を
向
け
身
体
を
動
か
し
て
い
き
ま
す
。

毎
回
二
〇

名
く
ら
い
の

参
加
者
が
集

中
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。
興
味
の

あ
る
方
は
駒

場
友
の
会
事

務
局
に
連
絡

の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
帝
京
平
成
大
学
教
授
、
ス
ポ
ー
ツ
身
体
医
学
）

追
悼
・
嘉
治
元
郎
先
生
を
偲
ぶ

本
間 

長
世

本
会
発
足
時
に
副
会
長
を
勤
め
ら
れ
た
嘉

治
元
郎
先
生
は
、
本
年
七
月
二
三
日
朝
急
逝

さ
れ
、
八
五
年
の
生
涯
を
全
う
さ
れ
て
帰
天

さ
れ
た
。

嘉
治
先
生
と
私
と
は
、
東
京
高
師
付
属
小

学
校（
現
在
の
筑
波
大
付
属
）以
来
の
先
輩
後

輩
の
間
柄
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
深
い
お
つ

き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
以
下

嘉
治
さ
ん
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
は
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
最
後
の
年

の
生
徒
と
し
て
一
年
を
過
ご
し
、
新
制
東
京

大
学
に
創
設
さ
れ
た
教
養
学
部
教
養
学
科
の

第
一
期
生
と
な
っ
た
の
で
、
東
大
生
と
し
て

の
授
業
は
引
き
続
き
駒
場
の
教
室
で
受
け
た
。

嘉
治
さ
ん
は
、
教
養
学
科
の
助
手
と
し
て
私

た
ち
学
生
の
兄
貴
分
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た

と
思
う
。
特
に
、
私
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
科

の
学
生
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
や
社
会
に
つ

い
て
経
済
学
者
嘉
治
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
う

こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
の
後
、
私
は
教
養
学
部
教
授
会
の
一
員

と
な
り
、
先
輩
の
嘉
治
さ
ん
と
は
同
僚
の
関

係
と
な
っ
た
。
や
が
て
嘉
治
さ
ん
は
教
養
学

部
長
を
勤
め
ら
れ
、
私
も
間
を
置
い
て
学
部

長
に
選
ば
れ
た
。
嘉
治
さ
ん
は
東
大
本
部
で

総
長
特
別
補
佐（
当
時
の
役
職
名
）も
さ
れ
、

何
代
か
の
の
ち
私
も
同
じ
役
を
勤
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
私
と
し
て
は
、
何
だ
か
嘉
治
さ

ん
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

こ
と
も
あ
る
。

嘉
治
さ
ん
は
、
頭
脳
明
晰
で
あ
っ
た
が
鋭

角
的
な
と
こ
ろ
が
な
く
、
沈
着
冷
静
で
決
し

て
大
袈
裟
な
こ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
物
事

を
見
る
目
も
公
平
で
、
好
き
嫌
い
が
本
来
は

激
し
い
私
は
、
嘉
治
さ
ん
に
見
習
わ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
こ
と

が
何
度
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
私
と
二
人

で
話
す
時
の
人
物
評
は
、
時
に
辛
辣
な
場
合

が
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
し
て
ほ
と
ん
ど
の
点

で
私
も
同
意
見
だ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と

し
て
の
爽
や
か
さ
を
備
え
た
、
都
会
的
セ
ン

ス
の
豊
か
な
人
柄
に
私
は
魅
せ
ら
れ
て
い
た
。

駒
場
友
の
会
が
誕
生
す
る
ま
で
に
は
多
く

の
方
々
の
努
力
が
あ
り
、
準
備
委
員
会
も
何

度
も
開
か
れ
た
と
思
う
。
会
の
目
的
と
活
動
、

会
則
等
の
作
成
と
並
ん
で
、
一
高
同
窓
会
と

の
関
係
を
ど
う
円
滑
に
結
ぶ
か
が
大
問
題

だ
っ
た
。

嘉
治
さ
ん
は
、
一
高
同
窓
会
の
役
員
と
し

て
準
備
委
員
会
で
他
の
気
付
か
ぬ
点
な
ど
を

指
摘
さ
れ
、
会
則
案
が
そ
れ
に
よ
っ
て
改
良

さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て

い
る
。
こ
れ
は
私
が
他
の
場
所
で
も
し
ば
し

ば
感
心
し
た
こ
と
だ
が
、
嘉
治
さ
ん
は
、
現

在
は
さ
し
あ
た
っ
て
こ
れ
で
良
い
と
し
て
、

事
情
が
変
わ
っ
た
時
は
ど
う
す
る
か
と
い
う

問
題
を
投
げ
か
け
る
こ
と
を
、
さ
り
げ
な
く

発
言
す
る
の
が
上
手
だ
っ
た
。

平
成
十
六
年
三
月
に
駒
場
友
の
会
が
発
足

し
、
会
長
に
は
学
制
改
革
の
移
行
期
に
駒
場

の
学
生
だ
っ
た
と
い
う
の
で
私
が
選
ば
れ
、

嘉
治
さ
ん
に
は
副
会
長
に
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
た
。
同
じ
年
の
十
一
月
に

一
高
同
窓
会
理
事
会
が
新
体
制
と
な
り
、
嘉

治
さ
ん
は
理
事
と
な
り
、
翌
年
一
月
に
一
高

同
窓
会
事
務
局
が
駒
場
に
移
転
し
た
。

駒
場
友
の
会
は
、
発
足
時
に
私
が
抱
い
て

い
た
不
安
を
ふ
き
飛
ば
し
て
活
発
に
活
動
し

て
い
る
。
在
天
の
嘉
治
先
生
も
満
足
し
て
見

守
っ
て
い
て
下
さ
る
に
違
い
な
い
。

（
本
学
名
誉
教
授
、
駒
場
友
の
会
名
誉
会
長
）
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